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Abstract

CawopierikincanaMaxim.(Verbenaceae)isdistributedfromKoreanPeninsula,through

Tsushima,towestemKyushu,Japan.InTsushimaandwesternKyushu,thespeciescanbefound

onlyonrockyoutcropsoftuffbreccia,volcanicbrecciaandbasalt,InsouthwestemtipofKorean

Peninsula,thespecieswasfoundonlyonoutcropsofvariousrockyfomations.OnChejuIsland

ofKorea,whichisofvolcanicorigin,itsoccurrencewasrestrictedtoexposedbasalticrock.In

KoreanC.incana-bearingcommunities,CharacterspeciesofAssociationCaryopterido-Selaginel･

1etum,suchasSe晦inella h2mariscinaandChrysanthemum indicum wereabsent,while

Cymbopogoniortilis,Artemisiacapilhtris,andRosawichuyiahmawerepresentandcommonto

Japanesecommunities.Chyysanthemum zawadskiivar.hEtilobum,ThemeddjaZ)onica,Kengh7

hackelii,Heriey10Pamushi砂idusvar.h軸idus,Corchoropsゐ tomentosa,whicharecommonin

Japanesecommunites,werefrequentinKoreancommunitiesaswell.

は じ め に

ダンギクは大陸系の植物で,日本における分布は西九州の岩角地に限定され,その群落は植

物社会学的にはダンギターイワヒバ群集およびダンギク群落とされている (中村1981,伊藤 ･

'国際学術研究 (課題番号04045041)｢対馬暖流域の生物地理｣研究業績Nu3.
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川里1988).本種の分布の本拠である朝鮮半島においては,まだ群落に関する情報は得られてい

ない.この空自を埋めるべく,我々は韓国において1992年にタンギク群落の調査を行った.植

生資料はまだ断片的であるが,本稿ではその結果を報告し,あわせて,日本では九州西部にの

み分布する本種の群落 (伊藤 ･川里1988)との比較を行う.現地調査は1992年8月下旬～9月上

旬に,全羅南道の海南郡と珍島郡,ならびに済州島で行った.

鯛 董 地

調査は下記の地点で行った (地点略号は図1および表 1と同一である).

朝鮮半島 :(1)全羅南道海南郡北平面鳥山里大通峠の岩山 (図1の地点a,表 1のスタンド

1).

図1 タンギク群落の韓国南西部の調査地点 (◆)及び日本における分布地 (●).
朝鮮半島 :a.全羅南道海南郡北平面烏山里大通峠の岩山,b.同道 珍
島郡義新面双渓寺の岩山,海抜25m.済州島 :C.北済州郡朝天邑北村里の
玄武岩地,海抜65m.日本 :日本におけるダンギク群落分布地域.対馬,平
戸,北松浦,長崎,上五島,下五島 (詳細は伊藤 ･川里1988参照)

Mapoりapan/KoreaStraitregion,showingthestudysitesinKorea(◆)and
majorlocalitiesofCaTyOPおn'sincanainJapan(●).



表 L 韓国南西部および済州島lこおけるタンギク群落の組成
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(2)同道 珍島郡義新面双渓寺の岩山,海抜25m (図1の地点b,表 1のスタンド2-4).

なお木浦市儒連山の岩角地も調査したが,ダンギクは見当たらなかった.

済州島 :北済州郡朝天邑北村里の玄武岩地,海抜65m (図 1の地点 C,表 1のスタンド5

-9).なお,南済州郡大静邑山房山の岩角地も調査したが,ダンギクは見当たらなかった.

日本 :朝鮮半島と済州島のダンギク群落と比較した日本のダンギク群落は,既報 (伊藤1981,

中村1981,伊藤 ･川里1988)の西九州各地のものである.

群落の種類組成

韓国のダンギク群落では,母岩の相違に基づくためか,日本の凝灰角礁岩等の凹凸の多い立

地に成立するダンギターイワヒバ群集の標徴種 :イワヒバ,シマカンギクが出現しない.しか

し日本の群集標徴種,亜群集識別種あるいは常在種である次の種が出現した.すなわち,チョ

ウセンノギク*(海南),チョウセンガリヤス(珍鳥),アレノノギク (済州島),カラスノゴマ (珍

島,済州島),オカルカヤ (全地点),カワラヨモギ (全地点),テリハノイバラ(珍島,済州島)

である.また群落構成種数は7-13種を数え,日本の群落と同等であった.このように,日韓間

で基本的な組成上の違いは兄いだせなかった.ただ群集標徴種を持たないので,今回の資料に

関する限りは,韓国のダンギク群落は,西九州における表面の滑らかな堆積岩や玄武岩上のダ

ンギク群落に近い.

調査3地点それぞれの組成上の特色は,海南ではチョウセンヤマツツジ,ゲンカイツツジ,

ナラガシワ等の木本が多く出現した点にある.またここだけでチョウセンノギクの出現をみた.

珍島ではチョウセンガリヤス,ウシノケグサ,メカルカヤの出現に特色があった.いっぽう済

州島では,カワラサイコとツルポの出現が見られた.いずれにせよ今回の調査は,調査地点,

調査スタンドの数が少なく,群落組成について一般化は出来ない.韓国側での最初の調査とし

て記録に止めて置くとともに,今後の済州島と朝鮮半島での植生資料の集積を期待する.
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図2 調査地点b,全羅両道海南郡北平面鳥山里大通峠の岩山の全景.
RockyoutcropatStudysiteb,Korea.

図4 調査地点C,済州道北済州郡朝天邑北村里の玄武岩地のダンギク群落.

Close-upofCaryopterisincanaatStudysiteconChejudo,Korea.




